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平成１８年度 ９月補正予算主要事項説明

商 工 部

北部産業活性化拠点整備推進費事 業 名

４３０，０００千円 継 続予 算 額 新規・継続の別

１ 趣 旨

府北部地域の地場ものづくり産業の成長や企業誘致による産業集積の進展

を生かした新たな機能強化による北部ものづくり産業の振興を目指して、北

部産業活性化拠点の整備を推進する。

２ 事業内容

中丹エリアを中心とした中小企業の技術サポートや先端ものづくり企業の研

究開発支援を行う「北部産業技術支援センター・綾部（仮称 」を整備するた）

め、試験研究設備の導入や関連システムの開発等を行う。

（１）地域ものづくり支援

地域中小企業の基盤技術向上及び研究開発を支援するための試験・研究・事 業 内 容

、 、加工設備等の整備を行い 企業への貸付けや研修等への活用を図るとともに

企業巡回指導等を実施する。目 的

対 象 試験設備 材料試験機・硬度計・三次元形状測定装置等

分析装置 電子顕微鏡・Ｘ線分析装置・分光光度計等

方法等 加工設備 旋盤・フライス盤・工作機械等

（２）産学公連携革新的研究開発支援

環境・健康等をテーマとした、北部地域中小企業の産学公連携による研究

開発を支援する。

（３）産学公連携を支えるネットワークシステムづくり

中小企業のものづくり技術の高度化や環境への取組み、産学公連携の促進を

支えるネットワーク等を整備するとともに、情報提供や交流等を実施する。

担当課・係名 産業支援室 ものづくり支援チーム 課･係直通電話番号 075-414-4847

商工－１



平成１８年度 ９月補正予算案主要事項説明
商 工 部

京都産業立地戦略２１特別対策事業費補助金事 業 名

８００，０００千円 継 続予 算 額 新規・継続の別

１ 趣 旨

「雇用創出のための企業立地・育成条例（略称 」に基づく税の特例措）

置や低利融資制度と併せた企業誘致の取組みにより、企業立地が好調に推

移していることを踏まえ予算額を増額

⑱当初 今回補正 計

７５０，０００ ８００，０００ １，５５０，０００

※１８年度補助対象見込み企業数４７社（うち中小企業３５社）

事 業 内 容

２ 事業内容

目 的 京都産業立地戦略２１特別対策事業費補助金（企業向け）の概要

対 象

中北部・木津川右岸地域 京都市周辺・学研都市地域 京 都 市方法等 対象地域

製造業、情報関連産業等 ＩＴ、ゲノム関連等先端産業対象業種

限 度 額 ５～２０億円 ２～８億円 １～４億円

必要要件 用地面積 ０．３ｈａ以上

投下固定資産額等 ３億円以上（京都市は必須） 又は、( )工場の場合

地元雇用数 １０人以上

担当課・係名 企業立地推進室 課・係直通電話番号 075-414-4848

商工－２



平成１８年度 ９月補正予算主要事項説明

商 工 部

京のきもの元気づくり事業費事 業 名

１５，０００千円 新 規予 算 額 新規・継続の別

１ 趣 旨

きもの小売事業者の大型倒産等により、京都の和装業界が非常に厳しい状

況にある中で、職人さんの仕事づくりを支援するとともに、多くの人々にきも

のに親しむ機会を提供し、きもの需要を拡大させるための緊急対策を行う。

２ 事業内容

（１）京のきもの職人さん仕事づくり事業

減産が続く丹後をはじめ、厳しい状況におかれている西陣や友禅など和装

、 「 」産地の職人さんの仕事づくりとして 緊急に 高校生きものチャレンジ事業

用に活用するきもの等を制作する。

事 業 内 容

（２）京のきもの職人さんフェア目 的

この秋の和装・伝統産業振興に係る各種取り組みと連携し、西陣織、丹後

対 象 ちりめん、京友禅など京都の和装関連産業に従事する職人さんが、技の実演

や自らの作品のＰＲ等を行う場を提供し、きもののすばらしさを消費者にア

方法等 ピールする。

・時 期 平成１８年１０月～

・場 所 京都市内等（関係産地と連携して実施）

３）京のきものキャンペーン事業（

きものファンを増やし、和装需要の拡大を図るため、秋の観光シーズンに

合わせ 「きものの似合うまち・京都」事業と連携し、京都のきもののすば、

らしさをＰＲする。

担当課・係名 染織・工芸室 染織担当 課･係直通電話番号 075-414-4856

商工－３
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